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大分県津久見市無垢島の下部白亜系

1．はじめに

大分県津久見市の北東の沖合約16kmに位

置する無垢島は地無垢島と沖無垢島からなり，

それらの島には，宮古統上部階無垢島層が露

出しているとされていた（神戸・寺岡，1蛾)．

その後，寺岡(1970)は大野川盆地付近の白

亜系を広域調査し，無垢島層が岩相の類似性

から凧楯山層群腰越層に対比されるとした．

最近，筆者らのうち高橋，田中は九州の他

地域の秩父帯下部白亜系（大分県側楯山地域

宮崎県五ヶ瀬地域，熊本県八代地域および鹿

児島県久見崎地域）の研究の延長として無捉

島の下部白亜系について調査を進めてきたが，

地無垢島の下部白亜系の層序および産出化石

について新知見が得られたので，その概要を

報告する．なお，沖無垢島を含めた地質は，

稿を改めて報告する予定である．

図1調査位置図（山田ほか，1982より引用加筆）

Sa:三郡帯,Ry:領家帯,Sm:三波川帯,C:秩父帯
Sh:四万十帯,MTL:中央構造線,BTL:仏像構造線

本研究を進めるにあたり，田代正之高知大

1）八千代エンジニヤリング（株）

2）熊本大学教育学部

－2－

高橋努'>・田中均2

学名誉教授（御所浦白亜紀資料館館長）には

二枚貝化石について御教授頂くとともに原稿

を読んで頂き有益な御助言を頂いた．津久見

市役所水産振興課の原尻育史郎氏をはじめと

する職員の方々には，化石採集に協力して頂

いた．さらに，地元の小松哲夫氏および金森

達生氏には沖無垢島までのアクセス等で大変

お世話になった．また，民宿若松の方々には

調査の際にお世話になった．以上の方々に厚

くお礼申し上げます．

なお，本稿は御所浦白亜紀資料館報(200&

4,1-10)に掲載された内容を，一部修正加

筆したものである．

2．無垢島の層序および産出化石

寺岡(1970)は無垢島層を岩相に基づきM

k1～Mk6の6部層に区分し,690mの層

厚を持つとした．地無垢島の岩相は，上下限

とも不明であるが3つに大きく区分される．

それらは下位より優白色の粗粒アルコース蓮’

質砂岩が卓越する岩相，その上位に非整合関

係で重なる赤紫色～淡緑色喋岩から始まり砂

岩をへて砂岩頁岩互層に至る岩相，そして最

上位に整合関係で重なる泥質岩優勢層である．

今回，それぞれの岩相に対して下位より無垢

島層（再定義)*2地無垢島層（新称)率3およ

び沖無垢島層（新称)掌3として記載する．

1）無垢島層（再定義）

地無垢島および沖無垢島に露出している下

部白亜系に対して無垢島層と命名されていた

(寺岡I,1970)．今回，地無垢島に分布する下

部白亜系の中で，島の南西側に狭く分布し，

優白色の粗粒アルコース質砂岩が卓越する岩

専門用語および地層命名規則は，＊を付して

文末に説明されているので参照されたい．





相に対して命名する．本隅は，寺岡(1970)

の噌序区分のMklおよびMk2部の巾腫に相

当する．

無垢島層は，下位より喋治および喋質砂岩

からなり，喋岩の磯は2cmの以下の亜円磯磯

の中牒で，大部分がチャートから構成されて

いる．この喋岩および喋質砂岩は，しばしば

粗粒アルコース質砂岩と互層または指交する．

その上位には斜層理の発達が著しい厚層の灰

白色のアルコース質砂岩を主とし，炭質物に

富む砂質頁岩・頁岩の薄層を挟むものから，

種々の厚さの中・細粒砂岩・砂質頁岩．頁岩

の互層に至る．この互層部は多くの地点で砂

岩優勢である．また，この互層部には層理面

に平行に厚さ約10cmの石英斑岩が認められ

る．層厚約65mである．

2）地無垢島層（新称）

地無垢島層は無垢島晒に非整合的に重なり，

地無垢島の主部を占める．本層は厚く成層し

た赤紫色喋岩から始まり，粗粒～中粒砂岩お

よび砂岩頁岩の薄屑を所により狭在する．こ

の磯岩層は，亜円形の大～中喋からなり淘汰

は比較的良い．磯組成はチャートを主として

砂岩，頁岩，酸性凝灰岩および安山岩質岩を

伴う．操岩層に狭在する砂岩層は数mから

50mの層厚を示し，層厚および岩相とも側方

変化が著しい．その上位は，喋岩層から中粒

砂岩，細粒砂岩，頁岩の互層と変化する小堆

積輪廻がいくつか見られる．操岩層は，チャー

トを主とし，少量の砂岩，酸性凝灰岩，緑色

岩を伴う細～中喋からなり，基質は砂質で赤

紫色および緑色から淡緑色を呈し，厚さ5～

10mである．砂岩は中～粗粒で淡灰～灰色を

呈するものや緑色～淡緑色を呈するものがあ

り，厚さは3～5m程度である．細粒砂岩．

頁岩は，5～30mのリズミカルな互層を呈し，

上位ほど泥質岩が卓越する傾向にある．さら

に上位には，砂質頁岩層および砂質頁岩．暗

灰色頁岩の互層が発達するが，部分的に細篠

岩および硬質砂岩をともなうこともある．

この上位の砂質頁岩l闇から倣石フォーナの特
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徴祁であるCostocyノゼnaoisukaiolsuhai,

"qyami"α"αu"zα""i,ノケotocardiasp.,

Isodoﾉnellashiroiensisを産する．層厚約550

m.寺岡(1970)の雁序区分のMk3および

Mk5部層に札|当する．

3）沖無垢島層（新称）．

沖無垢烏掴は地無垢烏層に整合に重なり，

地無垢烏の北側および東側海岸に露出する．

本層は牒質砂岩に始まり，砂岩頁岩互層をへ

て石灰質ノジュールを含む暗灰色泥質岩優勢

層に至る上方細粒化傾向を示す．本層からは，

Ntmo"αvisyokoyamai,Ptero〃埴o"iacf.

pocilliformis,Yabeas賊α"Ceﾉisis,Plectomya

sp.等の物部型動物群（田代;,1993)を産し，

少量のアンモナイトが産する．層厚150m以

上．寺岡(1970)の層序区分のMk4および

Mk6部臓に相当する．

3．議論

下部白亜系の摸式地，四国の高知県物部地

域では，秩父帯北帯の先白亜系を不整合関係

で覆って物部川層群が分布している．物部川

層群は下位から領石・物部・柚ノ木・日比原

の諸累層が整合関係（一部に非整合）を示し

ながら重なっている（松本ほか，1982)．こ

れらの累層に相当する地層は，主に西南日本

に追跡することができて，九州では大分県の

侃楯山層群(Tanaka,1989),宮崎県の鞍岡

層群（田中ほか,1997),熊本県の三峰山層

群（田中ほか,1998)などがある．一方，四

国では物部川層群とは岩相および二枚貝化石

相が異なり，烏巣層群上に重なる南海層群が

知られている（田代,1985)．この南海層群

は，下位より美良布層，萩野層，生名層に区

分されており，九州では大分県侃楯山地域の

山部層が南海層群相当層と考えられている．

ここでは，主にバランギニアン～オーテリ

ビアンの南海層群と物部川層群の堆積相と化

石相の相違について議論する．

1）岩相

四剛の南海胴群は三宝Ill僻の烏巣層群上に



図4地無垢島層(MS-01)から産出する二枚貝化石
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重なる下部白亜系とされている．下位の美良

布層はアレナイト質砂岩と暗灰色シルト岩の

大まかに互層する地層で，全体的には泥質岩

優勢な地層であり，走向方向には連続性の悪

い厚さ数1Qmの灰～暗灰色の石灰岩がレン

ズ状に挟まれていることを特徴とする．また，

南海層群相当層の山部層は鳥巣層群相当層

(元山部層;Tanaka,1989)上に非整合的に

重なり，牒岩，砂岩，泥岩からなるいくつか

の堆積サイクルからなり，砂岩はしばしば優

白色のアルコース質砂岩を伴うことを特徴と

している(Tanaka,1989)．さらに，熊本県

の八代地域の川口層は，烏巣石灰岩を含有す

る黒崎層(TarnuraandMurakami,1986)

を整合的に覆い，アルコース質優白色砂岩，

帯緑色泥岩および凝灰質泥岩の互層からなる

地層で，山口県の吉母層とも岩相が類似して

－5－

いる．無垢島層の岩相は，これら南海層群相

当層の岩相に似ている．

一方，高知県の物部川層群領石層は秩父帯

北帯の上に不整合に重なっている．また黒瀬

川帯に分布する領石層相当層は，いずれの地

域でも先白亜系を顕著な傾斜不整合で覆って

いたり，それとは断層関係で分布する．また，

それは~ド部と上部層に区分されている．下部

層は下位より赤紫色砂岩および泥岩を基質と

した牒岩と赤紫色砂岩との互層をへて緑色～

淡緑色牒岩と砂岩・頁岩との互層からなり，

化石は産しない．上部層は灰色～淡灰色を呈

する喋岩，砂岩，泥岩の小堆積輪廻を繰り返

す岩相から成り，その上半部は砂岩優勢な互

層から泥質岩優勢な互層へ変化する傾向があ

る．多くの地域ではその細粒または泥質堆積

物から植物化石（領石フローラ）や汽水生貝
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図5沖地無垢島層(M-01)から産出する二枚貝化石
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物部川層群領石層およびその相当層から産

出する特徴種は,Hayammα〃α邸"zα""i,

ﾉ'sodome"ashかoiensis,Costocyre"αoisukai

ots蛾αi,Tetoriasα"chuensis,Myop加肱s

tα"αkai,Proiocα極iαめ浬城であり，地無

垢島層から産出する化石種と一致する．九州

の領石層相当層（大分県侃楯山地域の腰越層

(Tanaka,1989)および宮崎県五ヶ瀬町の

戸川層（田中ほか，1997)）ではHayam航α

"α哩加α""i.ノ'sodomellashiroiensis,

Costocy彫"αots蛾aiots蛾αj等が多産する

のに対して丹otocardiaめ峨施が全く産出し

ていない．田代（1993）によれ感Protocardia

め蛾〃は東北地方で多産し，徳島県の立川層

から希に，高知県の領石層から極希に産する

とされている．しかしながら,Protocardia

め邸城は地無垢島層から少量産出しており，

その分布範囲が西方に広がったことを意味

している．ただし，領石フォーナの中で

Protocardiaめ哩賊が東北地方で多産し西南

日本で少なくなることや〃の>amina〃α邸､α""j

が西南日本で多産し東北日本で少なくなると

化石（領石フォーナ）を産する．地無垢島層

は，これら物部川層群領石層の岩相に酷似し

ている．

西南日本外帯の物部川層群領石層およびそ

の相当層は下位の先白亜系とは顕著な不整合

関係あるいは断層関係である．しかしながら

当調査地域の物部川層群領石層相当層の地無

垢島層の下位には，優白色のアルコース質砂

岩で特徴づけられる無垢島層が非整合関係で

分布している．このような層序関係を示す類

似した地域は，黒瀬川帯に位置する和歌山県

の湯浅地域および高知県の鴻の森地域がある

2）二枚貝化石相

バランギニアン～オーテリビアンの時代の

下部白亜系は，主に汽水成堆積物からなり多

くの汽水生貝化石を多産することで特徴づけ

られるが，極希に淡水成堆積物や浅海成堆積

物をそれぞれ示唆する二枚貝化石を産する．

これら二枚貝化石群集は，西南日本各地の物

部川層群領石層相当層，四国の南海層群美良

布屑（大分県州柵ill地域の山部隔）等から産

出している．

－6－



図6地無垢島の下部白亜系の柱状図

いう一般的傾向は変わらない．

なお，無垢島層から化石を発見できていな

いため，ここでは南海層群産化石についての

議論は省略する．

3）地質時代

田代（1993）は，物部川層群領石層相当層

は河川堆積物を示すチャネル状の堆積相の部

分や小規模な上方粗粒化を示すデルタ堆積排

が見られるので，その堆積速度は見かけの地

層の厚さよりも速いと思われるので，領石層

の堆積開始が物部層の地質時代よりも大幅に

下位から始まっているとは考えにくく，オー

テリビアン後期の一部を含んで主体はパレミ

アンであろうとしている．汽水生貝化石を産

する領石相当層の地質時代は，上位の海成層

の化石年代から推定するほかなく，大分県の

－7－
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側柵山地域の凧楯山層（'1,anaka,1989),&

崎県の五ヶ瀬地域の津花層（田中ほか,1997)

および高知県の物部地域の物部層（松本ほか，

1982)から産出したアンモナイトなどの大型

化石はオーテリビアン後期からバレミアンを

示している．したがって，四国の領石層およ

び領石層相当層の地質年代はオーテリビアン

後期と考えている．九州の領石層相当層は，

岩相および産出化石から判断して，大分県侃

楯山地域の腰越層，宮崎県五ヶ瀬地域の戸川

層および熊本県八代地域の小原層（田中ほか，

1998)がそれに対比できる．

南海層群美良布層の放散虫年代は，香西ほ

か(2002)によれば後期ジュラ紀から最前期

白亜紀に及ぶとしている．大分県の山部層は

下位の烏巣層群相当層の元山部層からアンモ

ナイトが報告されており，それが示唆する年

代はチトニアンである．しかし，最近の烏巣

層群の放散虫化石の研究に寄れば，白亜紀古

世中期まで時代が若返る資料が示されている

が（須槍・石田,1985;柏木ほか,1999),

山部層の地質時代は下位の海成層との層序関

係からバランギニアを含みテリビアン範囲内

と思われる．熊本県の川口層の地質年代は，

川口層下位の黒崎層から産出する放散虫化石

年代が白亜紀初期を示す（田代ほか,1994)

とともに川口層上位の八竜山層から産出する

アンモナイト化石年がバレミアンである（村

上,1996)であるため，山部層と同様にバラ

ンギニアを含みオーテリビアンまでの範囲と

考えられる．最近，川口層から発見された放

散虫化石群集が示唆する地質年代は，バラン

ギニアーオーテリビアンの範囲内にあり従来

の結果と調和的である（柏木ほか,2002).

南海層群と物部川層群は，産出二枚貝化石

群集から判断して同じ古生物地理区にあった

と考えられているが，南海層群のほうが物部

川層群よりも南方の堆積場で堆積したと推定

されている（田代:1985,1986)．すなわち，

二枚貝化石群集構成や岩相の相違から，アプ

チアンの時代までは物部川層群と南海層群の

－8－

堆職場にかなりの紳度的な隔たりがあったと

考えられている(Tashiro,1990)．しかし

ながら，無垢島地域では南海層群に類似した

無垢島層の上位に非整合関係で物部川層群に

対比できる地無垢島層が重なるといった特異

な層序関係を示している．このような地質事

象は，ジュラ系～最前期白亜系の烏巣層群か

ら引き続いて南海層群を特徴づけるアルコー

ス質砂岩やアレナイト質砂岩の供給が物部川

層群堆積場にもたらされたことを意味してい

る．このような事例は，黒瀬川帯に位置する

和歌山県の湯浅地域や高知県の鴻の森地域で

も領石層相当層の近くに厚いアルコース質砂

岩が分布していることが知られている．した

がって，物部川層群にアルコース質砂岩等の

南海層群の要素が加わるのは，黒瀬川帯に分

布する物部川層群の特徴であって，秩父帯北

帯に分布する物部川層群にはこのような事象

は知られていない．なお，筆者らは，このよ

うな地質事象が，黒瀬Ill帯が横ずれ変動帯で

あることを示唆していると考えている．

4．まとめ

1)無垢島層の岩相は，上下限とも不明であ

るが3つに大きく区分される．それらは下位

より優白色の粗粒アルコース質砂岩が卓越す

る岩相，その上位に非整合関係で重なる赤紫

色～淡緑色喋岩から始まり砂岩をへて砂岩頁

岩互層に至る岩相，そして最上位に整合関係

で重なる泥質岩優勢層である．今回，それぞ

れの岩相に対して下位より無垢島層（再定義)，

地無垢島層（新称）および沖無垢島層(新称）

とした．

2）無垢島層は，大分県の南海層群山部層の

岩相と似ている．地無垢島層および沖無垢島

層は岩相および産出化石から判断して大分県

の物部川層群相当層の腰越層および侃楯山層

に対比できる．

3）地無垢島層から産出する領石フォーナの

中で丹otocardiai加厩iNakazawaand

Murataは東北地方で多産し，徳島県の立川



層から希に，高知県の領石層から極希に産す

るとされている．しかしながら,Proioca城ja

j加賊jは地無垢島層から少量産出しており，

その分布範囲が西方に広がったことを意味し

ている．

4）無垢島地域では南海層群に類似した無垢

島層の上位に非整合関係に物部川層群に対比

できる地無垢島層が重なる特異な層序関係を

示している．物部川層群にアルコース質砂岩

等の南海層群の要素が加わるのは，黒瀬川帯

に分布する物部川層群の特徴であって，秩父

帯北帯に分布する物部川層群にはこのような

事象は知られていない．
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【専門用語および地層命名規則の解説】

アルコース＊’

砕屑性の長石と石英からなる砂岩に対して，

アルコースという語を,A.Brongniart

(1826）が初めて使用した．花樹砂岩とも．

花樹質岩から由来する．（地学事典より一部

抜粋）

アルコース等の用語は使用しないで，下図

に示す岡田(1971)で代表されるような記載

的分類理念にもとづく新しい分類案が提唱さ

れるようになった．

その背景については,Krynine(1948)の

砂岩分類が地殻運動サイクルと強く結びつけ

られていた．すなわち，準平原時代，地向斜

時代，後造山時代の各造山サイクルとortho-

quartzite:greywacke:arkoseの対応とい

う砂岩の3基本型概念が広まった．

長石

アレナイト重pd1e(碁冒＜崎弘

石英

葱

岩石
【チキートを含む）

その結果，グレイワッケは地|可斜あるいは

フリッシュ堆積環境を示すというように，岩

石名が成因や環境を意味するようになった．

しかしながら，ドイツHarz山地の模式地ク

レイワッケがフランスAuvergne山地の模式

地アルコースと岩石学的性質が広く重複する

ことが明らかになるなど，両者の命名上の潰

乱がますます強くなった．

このような砂岩分類・命名上の混乱解決の

ため，オルソコーツァイト・グレイワッケ・

アルコースなどの旧来の用語を使わないよう

にする傾向がある．詳細は，岡田博有（2m2）

堆積学古今書院を参照されたい．

なお，岡田（1971）の分類基準に従えば，

無垢島で観察されるアルコース質砂岩は，長

石質アレナイトに該当する．

ワソヶw鯨蛇(基頁>I5%)

石英

Iチャートを含む1

図7砂岩分類図（岡田,1971a;Okada,1971)

m(monomineralic)は単成分領域

地層の命名法について*2*3

日本地質学会地層命名の指針が，地質学鮒

誌(2000)第106巻第4号3Pに掲載されて

いるので参照のこと．ここでは，幾つかの留

意点を抜粋して記す．

1．地層名および層序単元

a)地層の命名は「層(Formation)」を基

本単元とする．「間は「姻箇群(Subgroup).
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。「層群(Group)」・「超層群(Supergroup)」

にまとめることができ，「部層(Member)!,

｢単層(Bed)」および「流体物(Flow

Deposit)」に細分できる．

b)地層の命名や再定義の際には，「流堆積

物｣・「単層」・「部層｣・｢層｣・「亜層群｣・「層

群｣・「超層群」などを明記する．英語表記の

場合は地名，単元名および岩相名の頭文字は



大文字とする．

c)n画｣・「亜I曾群｣・「層群｣・「超j闇群」の名

称は「地名十単元名」とする．なお，「噴出

岩体」や「変成岩体」などを除いて，岩相名

を使用すべきでない．

d)「混在岩体｣・「噴出岩体｣・「変成岩体｣・

｢貫入岩体」・「二次的移動集積物」などにつ

いては，「岩体(rockbody)」を継木的に

｢層」と同格とみなし，単元名には氷上花樹

岩体(HikamiGranite)などのように「地

名十岩相名」を使用してもよい．

e)「複合岩体(Complex)」は「秩父複合岩

体(ChichibuComplex)」などのように，

｢地名十複合岩体」として命名・使用する．

f)「部層」については「広瀬川凝灰岩部層

(HirosegawaTuffMember)」のように，単

純で明確な特徴をあらわす岩相名を付し，

｢地名十岩相名十単元名」で命名する．

g)「単層」と「流堆積物」は最小単元であ

る．ある「層(Formation)」中に認められ

る鍵層などのように特に有用なものは，「単

層」として命名して使用することができる．

その命名に際しては八戸凝灰岩単層

(HachinoheTuffBed)などのように「地名

十岩相名十単元名」を連記することを埜本と

する．また，さらに火山灰単層の場合は十和

田八戸軽石凝灰岩単層(Towada-Hachinohe

PumiceTuffBed)のように「地名」の前に

｢供給火山名」を付すことができる．火砕流

のような流れに由来する堆積物は，青葉山火

砕流堆積物(AobayamaPyroclasticFlow

Deposit)のように，「地名十由来十堆積物」

とし，さらに溶岩流の場合は「流」と「溶岩」

を同義語と判断し，草津安山岩溶岩(Kusatsu

AndesiteLava)など「地名十岩相名十溶岩」

として使用してもよい．これらの「単屑名」

や「流堆積物｣・「溶岩」などの名称は，特に

理由があれば，十和田八戸凝灰岩単層

(Towada-HachinoheTuffBed）や，草津白

根安山岩溶岩(Kusatsu-ShiraneAndesite

Lava)など，火山灰単層のように，由来名

－11－

などを付けてもよい．

h)命名に使川する地名は，模式地の名称に

由来し，国土地理院発5万分の1または2．5

万分の1地形図にlﾘ]記されている地名や自然

地形（山・河川など）名を使って命名するこ

とを基本とする．また，地名にはローマ字表

記を付す．

i)模式地に適切な地名のない場合は，より

地域的あるいは広域的地名から選択し，上記

の基本に準じた命名を行う．

j)命名の対象になる単元は，地質図に表現

可能で露頭において明確に識別・追跡できる

堆積体または岩体である．

k)同一の地名を異なる単元と組み合わせて

使用することは不適切である．

1)名称変更・再定義の場合は，新称提唱と

同様の手続きとともに，名称変更・再定義の

学術的な理由を明確に記述することが必要で

ある．

m)新単元名の命名においては，基本的にホ

モニム（異物同名）を回避すべきである．

2．研究史と背景

3．模式地の指定

4．諸模式地における層序単元の記載事項

5．地層の側方・垂直変化

6．地質学的意義

新単元について，できるだけその地質学的

な意義についての考察を行い，生成過程・続

成作用・変質あるいは変成作用などについて

も可能なかぎり記戦すること．

7．対比

新単元は，できるだけ他の関連する岩相層

序単元との対比を行うこと．

8．地質年代

新単元の地質年代学的位置づけについて，

できるだけその決定根拠となった資料に基づ

いて議論すること．

9．文献




